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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第2四半期のわが国経済の状況は、一部に企業業績の改善はあるものの、名目賃金の伸び悩みや在庫調整の遅

れなどから、平成27年度に入り足踏み状態となっています。また、これまで世界経済の牽引役であった中国の景気

減速懸念が明確になってきていることもあり、米国の利上げ見通しや海外経済の減速を背景に、当面、急速な改善

は見込みにくい状況となっています。

 こうした状況下、当社グループの属する電子部品業界では、従来、中国市場を中心としたスマートフォンやタブ

レット及びその関連部品等が好調に推移してきましたが、欧米等の先進国や中国ではスマートフォンの普及が一巡

し、成熟市場となってきています。

 当社グループにおいては、日系顧客の海外生産シフトを含めた海外直接取引の拡大並びに海外顧客との新規ビジ

ネス開拓に取り組み、事業規模の維持拡大に努めましたが、スマートフォン市場の価格競争や製品勢力図の急速な

変化等の影響により、売上高は877億円（前年同期比24.4％減）となりました。

 また、各品目別の概況は次のとおりであります。

（液晶デバイス）   日本市場における大型液晶の販売が拡大したものの、海外市場における中小型液晶の需要

低迷により販売が減少し、売上高は422億26百万円（前年同期比47.8％減）となりまし

た。

（半導体・集積回路） 海外市場におけるPC、タブレット向けを中心とするドライバーIC等の販売が増加した事に

より、売上高は97億32百万円（前年同期比11.7％増）となりました。

（電子部品・その他） 国内市場での電子デバイス販売は微減したものの、海外市場における液晶モジュール用デ

バイス販売が増加したことにより、売上高は357億41百万円（前年同期比35.4％増）とな

りました。

 利益面では、売上原価833億19百万円を控除した売上総利益は43億81百万円（前年同期比4.0％増）となり、人件

費11億22百万円を中心とする販売費及び一般管理費は22億5百万円であり、結果営業利益は21億75百万円（前年同

期比0.5％減）となりました。 

 営業外収益及び費用では受取配当金35百万円、負ののれん償却額31百万円、支払利息2億円及び為替差損62百万

円等を計上した結果、経常利益段階では19億86百万円（前年同期比12.9％減）の利益となっております。

 特別利益及び損失では、貸倒引当金戻入額4億93百万円を特別利益に計上した結果、税金等調整前四半期純利益

は24億79百万円となり、税金費用等を控除して当第2四半期の親会社株主に帰属する四半期純利益は19億13百万円

（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失7億95百万円。）となっております。尚、貸倒引当金戻入額4億93

百万円の特別利益計上につきましては、平成27年3月期決算において当社子会社である卓華電子（香港）有限公司

が、WINTEK社に対して有する売掛債権について、その全額を破産更生債権に振り替え、特別損失として貸倒引当金

繰入額137億20百万円を計上しておりましたが、今般、市場返品に伴うWINTEK社からの請求額と、破産更生債権の

一部との相殺等を行ったことによります。

 セグメントの業績は次のとおりであります。

 日本では大型液晶の販売が拡大し、売上高は141億99百万円（前年同期比84％増）となりました。一方、アジア

においては海外子会社による中小型液晶の需要低迷により販売が減少し、売上高は735億1百万円（前年同期比

32.1％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第2四半期末の連結総資産は、777億85百万円（前連結会計年度末対比301億63百万円、27.9％の減少）となり

ました。

 資産では、受取手形及び売掛金359億63百万円を中心とする流動資産が688億11百万円で、総資産の88.5％を占

め、固定資産89億74百万円が残りの11.5％を占めています。

 一方、負債合計551億32百万円（前連結会計年度末対比319億52百万円、36.7％の減少）のうちでは支払手形及び

買掛金147億43百万円と短期借入金239億83百万円、1年内返済予定の長期借入金30億70百万円、長期借入金103億16

百万円がその主なものとなっています。

 純資産の部では、純資産合計は226億53百万円、前連結会計年度末対比17億88百万円、8.6％の増加となりまし

た。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期通期連結業績予想につきましては、平成27年10月2日に公表いたしました「業績予想の修正に関

するお知らせ」からの変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

      （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行

っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,260 11,375 

受取手形及び売掛金 45,785 35,963 

商品及び製品 37,758 19,082 

その他 1,560 2,434 

貸倒引当金 △42 △44 

流動資産合計 98,322 68,811 

固定資産    

有形固定資産 2,203 2,195 

無形固定資産 46 29 

投資その他の資産    

破産更生債権等 15,635 15,380 

その他 7,408 6,781 

貸倒引当金 △15,667 △15,412 

投資その他の資産合計 7,377 6,749 

固定資産合計 9,627 8,974 

資産合計 107,949 77,785 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 24,422 14,743 

短期借入金 44,101 23,983 

1年内返済予定の長期借入金 3,076 3,070 

未払法人税等 247 208 

賞与引当金 138 147 

役員賞与引当金 - 21 

その他 783 830 

流動負債合計 72,768 43,006 

固定負債    

長期借入金 12,305 10,316 

退職給付に係る負債 215 201 

資産除去債務 6 6 

負ののれん 125 93 

その他 1,662 1,507 

固定負債合計 14,315 12,125 

負債合計 87,084 55,132 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,086 3,086 

資本剰余金 3,126 3,126 

利益剰余金 12,266 14,033 

自己株式 △571 △571 

株主資本合計 17,908 19,675 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,679 2,409 

繰延ヘッジ損益 △5 △0 

為替換算調整勘定 192 449 

退職給付に係る調整累計額 36 35 

その他の包括利益累計額合計 2,904 2,894 

非支配株主持分 52 83 

純資産合計 20,864 22,653 

負債純資産合計 107,949 77,785 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 116,037 87,700 

売上原価 111,823 83,319 

売上総利益 4,213 4,381 

販売費及び一般管理費 2,027 2,205 

営業利益 2,186 2,175 

営業外収益    

受取利息 2 4 

受取配当金 28 35 

負ののれん償却額 31 31 

為替差益 54 - 

その他 14 13 

営業外収益合計 132 84 

営業外費用    

支払利息 31 200 

為替差損 － 62 

その他 5 10 

営業外費用合計 37 273 

経常利益 2,281 1,986 

特別利益    

貸倒引当金戻入額 － 493 

特別利益合計 － 493 

特別損失    

固定資産除却損 0 － 

貸倒引当金繰入額 2,587 － 

特別損失合計 2,588 － 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△306 2,479 

法人税、住民税及び事業税 424 298 

法人税等調整額 50 236 

法人税等合計 475 535 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △782 1,944 

非支配株主に帰属する四半期純利益 13 30 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△795 1,913 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △782 1,944 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △162 △270 

繰延ヘッジ損益 △1 4 

為替換算調整勘定 △257 258 

退職給付に係る調整額 0 △0 

その他の包括利益合計 △420 △8 

四半期包括利益 △1,202 1,935 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,215 1,904 

非支配株主に係る四半期包括利益 12 31 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年9月30日）

           １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)２ 
  日本 アジア 計 

売上高          

外部顧客への売上高 7,716 108,321 116,037 － 116,037 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
1,661 485 2,146 △2,146 － 

計 9,377 108,807 118,184 △2,146 116,037 

セグメント利益 96 2,087 2,184 2 2,186 

 （注）１ セグメント利益の調整額2百万円は、主にセグメント間取引の消去によるものであります。

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

  ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年9月30日）

           １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)２ 
  日本 アジア 計 

売上高          

外部顧客への売上高 14,199 73,501 87,700 - 87,700 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
5,686 385 6,072 △6,072 - 

計 19,886 73,887 93,773 △6,072 87,700 

セグメント利益 130 2,149 2,280 △104 2,175 

 （注）１ セグメント利益の調整額△104百万円は、主にセグメント間取引の消去によるものでありま

す。

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

  ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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